
消防団員らが土砂災害発生時の
対応を確認しました。

寒くなってからが早い……

�

乾
燥
、暖
房
器
具
の
使
用
頻
度
の
増
加
に

よ
り
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な

り
ま
し
た
。
火
災
の
発
生
や
逃
げ
遅
れ
を

防
ぐ
た
め
に
、「
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守

る
10
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
心
掛
け
た
生
活
を

し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る
10
の
ポ
イ
ン
ト

〈
４
つ
の
習
慣
〉

❶�

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、
さ
せ
な

い
。

❷�

ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

❸�

こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
火
の
そ
ば
を
離

れ
な
い
。

❹�

コ
ン
セ
ン
ト
は
ほ
こ
り
を
清
掃
し
、
不

必
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

〈
６
つ
の
対
策
〉

❶�

火
災
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ト
ー

ブ
や
こ
ん
ろ
等
は
安
全
装
置
の
付
い
た

機
器
を
使
用
す
る
。

❷�

火
災
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
定
期
的
に
点
検
し
、
10

年
を
目
安
に
交
換
す
る
。

❸�

火
災
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
、
部
屋
を

整
理
整
頓
し
、
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー

テ
ン
は
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

❹�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

消
火
器
等
を
設
置
し
、
使
い
方
を
確
認

し
て
お
く
。

❺�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
は
、

避
難
経
路
と
避
難
方
法
を
常
に
確
保

し
、
備
え
て
お
く
。

❻�

防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、
戸
別
訪
問

な
ど
に
よ
り
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
火
対

策
を
行
う
。

◦�

警
報
器
の
点
検
（
作
動
確
認
）
は
、

秋
・
春
の
火
災
予
防
運
動
の
時
期
に
行

う
な
ど
、
定
期
的
に
実
施
し
て
く
だ
さ

い
。
点
検
の
方
法
は
、
点
検
ボ
タ
ン
を

押
す
か
点
検
ひ
も
を
ひ
っ
ぱ
る
こ
と
で

行
い
ま
す
。

◦�

故
障
か
電
池
切
れ
か
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
取
扱
説
明
書
を
確
認
す
る
か
、

メ
ー
カ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
電
池
切
れ
と
判
明
し
た
警

報
器
が
設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て

い
る
場
合
は
、
本
体
内
部
の
電
子
部
品

が
劣
化
し
て
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
体
の
交

換
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

運動期間中、
午後６時にサイレンを
鳴らします。
火災と間違えないよう、
ご注意ください。

10月17日、町消防本部で「男鹿潟上
南秋支部消防団教養研修会」を実施しま
した。
研修会には、近隣の地区の消防団員ら
が参加。五城目消防署の舘岡雅志司令補

が講師を務め、土砂災害が発生した際の
要救助者の効果的な救出方法についての
講義を行い、消防署員、消防団員が共通
認識を持ちながら連携を図ることの重要
さを改めて確認しました。
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11月にツリーハウスの小屋が完成する（予定）です
毎度毎度ツリーハウ
スの話題ですみませ
ん。10月より、ツリー
ハウスの小屋部分の設
計をはじめ、先日柱づ
くりからスタートしま
した。作業中にも遊び
に来てくださる方がち
らほらといらっしゃ
います。お休みの日は、以下日程で完成する（予定）です。
お茶ご用意しています。ぜひ遊びにいらしてください！
☆日　時：11月３日(水・文化の日)　９時頃～日没まで
　場　所：森山地区公民館近く（車は公民館へ）
ビス打ち、塗装などその時にできる作業をお願いします。
お子様も大歓迎です！！

ツリーハウスづくりで思うこと
「ツリーハウスを作ろう！」で始めたこのプロジェクトで
すが、決して建てているのは私たちではありません。そも
そも資金は町の起業補助金とクラウドファンディングを活
用させていただきました。土地は地元の方からお借りして
います。土台はプロのツリーハウス職人をお呼びしていま
す。道具類も色々な方からお借りしているし、森山地区公
民館から駐車場やお手洗いを借りたり、周辺の方へのお声
かけにご協力いただいています。木材調達や設計図もプロ
の方の力がなければ成り立ちません！その結果、たくさん

の人が楽しめる場所が実現しようとしています。本当に感
謝しています！
私たちのモットー（？）は、「無理をしない」ことです。で

きないところはこれからも皆さんに頼りまくる予定です。
できないことを無理やり頑張るよりも、その方が楽しいこ
とに気づき、楽しい気持ちをもっていれば、面白がって喜
んで参加してくださる方はたくさんいて、結果的にみんな
の喜びにつながるんだなあ……と感じています。「行ったよ
～」の声が何より嬉しいです。声かけてくださいね＾＾

遊びに来られる方へ
ツリーハウスのある場所は自然と隣り合わせの場所です。
たくさん虫がいたり、木の実が落ちていたり、雨の次の日
はじめじめします。森山にあるので、当然クマを含めた動
物もいます。特にクマは冬眠前で目撃情報も増えています。
「森山をもっと盛り上げ隊」の方々も仰るように、“自然を
正しく知り正しく恐れる”ことが必要です！虫よけ対策をし
たり、服装に気を付けたり、動物たちに存在を知らせる工
夫をしたり、人間側として最低限すべきことをしたうえで、
自然を楽しみたいなと常々思っています！遊びにきてくだ
さる皆様もその点充分ご留意いただければと思います。ど
うぞよろしくお願いいたします。

◆お問い合わせ
　五城目町地域おこし協力隊　ちゃんりか
　☎090・8941・8349（どうぞお気軽に！）
　konohoshinoki@gmail.coｍ

広域マイタウンバスの周年記念
事業として、無料乗車券が当たる
スタンプラリーを11月30日㈫ま
で開催中です。
次の４つの施設に設置している

スタンプのうち３つ以上集めてご
応募いただくと、抽選で30名様
に「広域マイタウンバス無料乗車
券（400円区間5回分）」をプレ
ゼントいたします。みなさま奮っ

てご参加ください。
【スタンプラリー設置施設】
・�イオンスーパーセンター五城目
店（サービスカウンター）
・�八郎潟町えきまえ交流館はちパ
ル（正面入り口）
・�ホテルサンルーラル大潟（フロ
ント付近）
・�道の駅おおがた産直センター潟
の店（正面入り口）

お問い合わせ　南秋地域公共交通活性化協議会　事務局　町まちづくり課（☎852・5361）
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